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研究成果の概要：沿岸生態系において重要な役割を果たしている底生動物群集をとりまく環境

のうち、最も物理的な攪乱を受けやすいと考えられる基質に焦点を絞り、攪乱の頻度や大きさ

と生物群集の種多様性との関連を調べた結果、ハビタットによって傾向が大きく異なっていた。

ホンダワラ藻場と岩礁潮間帯では、有る条件では攪乱を受けやすい基質で種多様性が高く、攪

乱の程度や頻度に変移があることによっても種多様性が維持されていた。 
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２００７年度 600,000 180,000 780,000 

 ２００８年度 500,000 150,000 650,000 

総 計 1,900,000 330,000 2,230,000 
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１．研究開始当初の背景 
 

生物多様性の維持機構の解明は、生態学に

おける重要な課題であるとともに、地球規模

での環境問題に直面し、生物多様性の危機に

瀕している人類社会共通の課題である。生物

群集の種多様性を高める機構としては、生産

性や空間的異質性、環境の安定性や種間相互

作用など、様々な要因が挙げられる。中でも

注目されているのは、生息環境の攪乱の程度

と頻度が種間の共存即ち種多様性に与える

影響である。しかし、複数の要因の影響を定

量化することは難しく、増え続ける人為的環

境攪乱に対して群集がどのような反応をす

るのかを予測することができない。また、群

集の構成種やハビタットのタイプによって、

どのような種類の攪乱が最も多様性に影響

を与えるのかは異なるはずである。 
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２．研究の目的 

 

本研究の目的は、沿岸生態系において重要

な役割を果たしている底生動物群集をとり

まく環境のうち、最も物理的な攪乱を受けや

すいと考えられる基質に焦点を絞り、様々な

規模の攪乱が生物多様性の維持に果たして

いる役割を明らかにすることである。そこで、

異なるハビタットにおける基質攪乱の種類

や強度、影響する範囲、頻度を調査し、基質

攪乱の種類や強度、範囲や頻度が群集の多様

性に与える影響を明らかにする研究を行っ

た。 

 

３．研究の方法 

(1) 野外環境調査：基質が受ける攪乱の程度

を把握するため、各ハビタットにおいて、基

質を中心とした物理化学的環境について調

査を行う。晩春から初夏の海境が最も安定し

た時期に最初の調査を行い、台風などによる

強い攪乱の後、同様の項目について調査する。

以下に測定する環境要因を示す。 

・波圧・基質上の微細構造・基質攪乱に必要

な力・濁度・水温・塩分濃度・栄養塩濃度 

 

(2) 野外生物調査：最初の環境調査時に各調

査地の底生生物を採集し、攪乱前の底生生物

相の種名リストを作成する。攪乱直後、この

リストを元に種の出現を調べ、攪乱による底

生生物相の定性的な変化を明らかにすると

ともに、攪乱後一定の感覚をあけて同様の調

査を行い、攪乱からの回復を追跡する。 

 

(3) 文献・データベース調査：時空間的によ

り大きなスケールで、環境攪乱の頻度とその

影響をとらえるため、公開されている文献や

データベースから、以下の情報を得る。 

① 過去数十年間の気象情報から基質攪乱の

原因となり得るような事象を選び、その強度

と頻度を年ごとにまとめる。 

② 過去数十年間に九州南部で沿岸生物につ

いて行われた調査の文献から、底生生物の多

様性の変化を追跡する。 

 ③ 得られた情報は GIS（地理情報システム）

ソフトを利用して地図上にプロットし、両者

の関係をより明確にする。 

４．研究成果 

 

 (1)転石海岸における基質の安定性と底生

動物群集 

転石海岸においては、転石の体積は総個体

数密度や優占種の個体数密度に正の影響を

与える。一方、種数に関わる環境要因として

は、転石の表面積が正の影響を、転石個数は

負の影響を与えることが明らかになった（表

1参照）。これは、小さな転石が多くあるより

も、数は少なくとも安定性の高い大きな転石

の方が、種多様性の維持に貢献すると言うこ

とを示唆している。 

 

表 1 転石海岸における貝類群集の構造と基

質上の環境要因との重回帰分析結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2)干潟における基質の安定性と底生動物群

集 

干潟における基質の安定性を長期に渡っ

て観測するため、1977 年以降撮影された航空

写真を GIS ソフトによって解析した。鹿児島

湾奥の各干潟面積の変移は以下の図に示す

通りである。多くの干潟で、1977 年から 2003

年にかけて干潟面積は減少しているが、その

程度は様々であり、基質の安定性も干潟毎に

異なると考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1 鹿児島湾奥における干潟面積の変遷 



 

 

 

図 1 に示した干潟のうち、減少の著しい重

富干潟において、1994 年に底生動物群集の調

査が行われている。2005 年に改めて調査を行

い、11 年間における底生動物相の変化を明ら

かにすると共に、その間の底質環境の変化が

底生動物群集に与えた影響を考察した。 

出現した底生動物の種数に大きな変化は

なかったが、種組成は現存量比で大きく変化

した。種数、個体数、湿重量ともに、二枚貝

類は大幅に減少し、腹足類が増加した（図 2

参照）。二枚貝には堆積物に埋在して生活す

る懸濁物食者が多く、腹足類には表面で生活

する藻類食者が多いことから、上記の変化は

埋在性群集から表在性群集への変化とも考

えられる。また、多毛類ではより小型の種へ

の置き換わりが見られ、同種の間でも 1個体

あたりの平均重量の低下が見られた。これは、

群集構成種や構成個体が、11 年間の間により

小型化したことを示唆している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2 重富干潟における底生動物群集の変化 

上図；1ｍ2あたりの個体数 

下図；1ｍ2あたりの湿重量 

 

なお、堆積物の粒度組成や有機物含有量、

堆積物中の塩分濃度や溶存酸素量を両年で

比較したところ、堆積物中の環境に大きな変

化は見られなかった。したがって、この干潟

においては、堆積環境に変化があり、以上の

変化と干潟の形状・面積を変えることにつな

がったが、堆積物そのものがより不安定化し

たという証拠は得られなかった。 

 

 (3)藻場の葉上動物群集と基質としての大

型藻類 

ホンダワラ科の大型褐藻が形成する藻場

においては、基質である藻体に季節消長があ

り、その形状や安定性は藻類の種によって異

なることが予測される。藻体の上で生活する

葉上動物は、藻体の季節消長にあわせて以下

のような消長を示した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3 フタエヒイラギの季節消長と葉上動物

の現存量（湿重量） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4 ヤツマタモクの季節消長と葉上動物の

現存量（湿重量） 

 

また、葉上動物の種組成をホンダワラ種間

で比較したところ、フタエヒイラギでは季節

を問わずヨコエビ類が優先したが、ヤツマタ

モクでは藻体間のバラツキが大きく、ワレカ

ラ類が卓越して優占することがあった。 

藻類の形状を比較したところ、前者は茎が

太く背が低いため、波浪の影響を受けにくい

安定した基質であるが、ハビタットとしての

空間構造は比較的単純である。これに対して



 

 

後者は、背が高く茎も細いため、波浪の影響

を受けやすく、基質としての安定性は低い。

両種とオカダワレカラの各部のサイズを比

較したところ、ワレカラが基質に安定してし

がみつくためには、少なくとも、幹部や枝部

の半周が胸脚の幅より短くなくてはならな

い。以下の表にもあるとおり、フタエヒイラ

ギモクでは幹部や枝部の半周が胸脚の幅よ

り有意に長い又は有意な差が無く、ヤツマタ

モクではどちらも有意に短かった。 

 

表 2 オカダワレカラの胸脚幅とホンダワラ

2種の各部の半周との比較 

○；胸脚幅が有意に長い 

×；胸脚幅が有意に短い 

？；有意な差がみられない 

 

 

 

 

 

 

 

懸濁物食者であるワレカラ類にとっては、

基質としての安定性が低いため流れを受け

やすく、しがみつきやすい形状のヤツマタモ

クの方がハビタットとして好ましいと考え

られる。 

また、ヤツマタモクの方がフタエヒイラギ

モクより藻体間での葉上動物群集の変移が

大きいが、これは、波浪等の物理的攪乱を受

けやすく、藻場の中の位置によってその程度

が異なるためであろうと考えられる。このこ

とは、葉上動物の種多様性を全体として高め

ることにもつながっていると思われる。 

 

(4)岩礁潮間帯における基質の安定性と底生

生物群集 

岩礁潮間帯において、底生生物群集の種数

と群集構造に影響を与える可能性のある環

境要因との関連を、様々な空間スケールで調

べた結果、表 3、4のような結果となった。 

 トランセクト単位での種数に対して勇壮

な説明を与える変数は、岩盤の細かい凹凸し

か無かったが、海岸単位では、岩盤の上の細

かい凹凸と気温が種数に対して正の影響を、

大きな凹凸とアンモニア濃度が負の影響を

与えていることが分かった。いずれのスケー

ルでも、ハビタットの構造は種多様性を維持

する上で重要な要因であると言える。 

 

表 3 底生生物群集の種数決定に対する環境

要因の寄与率 

 

 

 

 

 

地域別に見た場合、北海道ではアンモニア

濃度や海水温と岩盤上の温度の差が、底生生

物の種数に対して負の影響を与えていた。黒

潮沿岸の地域（大隅半島・南紀）では、岩盤

上の凹凸と堆積物量が正の影響を、岩盤の傾

斜とクロロフィル量が負の影響を与えてい

た。 

 

表 4 地域別にみた底生生物群集の種数決定

に対する環境要因の寄与率 

 

 

 

 

 

 

ここで扱った環境要因のうち、基質上の攪

乱の指標となり得るものとしては、波圧と堆

積物があげられる。後者は、岩の表面が恒常

的に削られている度合いを示しており、南の

地域では種多様性を高くする役割を果たし

ていた。 
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